
私たち『セカンドハーベスト京都』は、安全に食べられるにも関わらず今まで廃棄されていたで
あろう食品を集め、支援を必要とする人々を支える団体等に提供する活動を通して、京都におけ
る食品ロス削減とフードセーフティーネットを両立させる社会インフラの一つとなることを目指
しています。

こども食堂やコミュニティー食堂、居場所などに食品支援を実施している。フードパントリーを
京都市内３箇所で実施し、生活にお困りの方々を食の面で支えている。

フードドライブの実施状況をＨＰやＳＮＳ、プレスリリースなどで広報することで普及促進を行
うとともに、実施支援を行っている。

週４日、２０時間勤務を標準とし、ワーク・ライフ・バランス及び健康経営を推進している。

コロナ禍で生活に困窮される方々が急増し首都圏では、食品の個人への直接配布（フードパント
リー）にリーマンショック時以上に長い列ができていた。京都でも同様の方々を支援するため、
フードパントリーを実施するようにした。現在は生活にお困りの方々全般を対象に、府内５箇所
（京都市内３箇所）で毎月１回実施している。


